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エスニック・セクト

一一メキシコのメノナイトを中心に一一

坂井信生

はじめに

宗教的セクト集団のなかには，それがもっォーソドキシイといちじるしく異

なる信仰と実践の体系のゆえに，既成の宗教的組織が強固な社会においてひろ

く受容されることなしむしろ，弾圧や迫害の避難所を求めて数度の移住を余

儀なくされる，とし、う体験を有するものが少なくない．さらに，これらのセグ

ト集団は移住のプロセスを通して，独自の文化を有する孤立した排他的社会集

団として存続する傾向をすら示している．この傾向は，とりわけ， 16世紀の再

洗礼派にその源流を見出すメノナイト系諸集団にみることができる．すでに明

らかにしたアメリカ合衆国に居住するアーミシユ派のごときはその典型的事例

といってもよいであろう．われわれは，このようなすがたをもっセグト集団，

すなわち，特異な信仰と実践の体系と結合して， (1）外部社会と社会文化的に分

離した独自の社会構造を有する共同体を構築し，（2）エスニvグな特性の濃密な

文化的パターンを強力に展開し，さらには，（3）成員補充をその成員の子女のみ

に排他的に限定している，いわばエスニックな社会文化的集団と同一視されう

るセクト集団に対して，エスニ yク・セクト（ethnicsect）という名称をあた

え呼ぶことにしたい．

この小論は，かかる意味でのエスニ yク・セクトの一事例として，メキシコ

のメノナイト集団を取上げようとするものである．筆者は昨年（1979年），「南

部メキシコにおけるカトリック文化の研究」と題する調査に参加して2ヶ月メ
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キシコに滞在，その折に幸運にもかねてより関心を抱いていたメノナイトの居

住するコロニア・メノニータス（ColoniaMenonitas）を訪ねる機会をえた．こ

の集団は DieAltkolonier Reinlander Mennoniten Gemeinde （以下「アルトコ

ロニー・メノナイト」と記す）というドイツ語による正式名称を有している事

実からも推察できるように，まさに先にのベた諸条件を備えたエスニック・セ

クトである．諸般の事情で，このメノナイト調査期聞は僅かしか取れなかった

ために充分な成果をうるには至らず，再度の訪問が実現したあかつきに詳細な

調査報告を公にしたいと願っている．したがって，本稿では今回の調査で入手

することのできた資料を中心に，アーミシュその他のエスニッグ・セクトにカ

テゴライズされうるセグト集団との比較において，エスニッグ・セグトに関す

る試論的な考察を試みていきたい．

はじめに，ラテン・アメリカ諸国におけるメノナイト系宗教集団の動向を一

瞥しておきたい．

ラテン・アメリカ諸国は， 1922年，アルトコロニー・メノナイトがカナダよ

りメキシコに移住して以来，メノナイト集団の新たなる移住地として脚光をあ

び，急速な成長ぶりを示している．かれらがすぐれた農民であるとの評価をえ

て，これらの諸国の未開拓地への入植がむしろ歓迎されているからである．お

よそ半世紀を経過した1971年には，アルトコロュー・メノナイトをはじめアー

ミシュなどのドイツ系を主体に，一般にエスエvク・メノナイトと呼ばれるグ

ルーフ。が，メキシコ，プリティシュ・ホンジュラス，ボリビア，パラグアイ，

ブラジル，ウルグアイに約30,000の教会員，家族をふくめると60,000をこえる

人口を擁している．他方，エスニッグな特性を有さないメノナイト集団も，合

衆国の主要3メノナイト教会（MennoniteChurch, Mennonite Brethren Church, 

General Conference Mennonite Church）による伝道活動の結実として，ベル

ー，アルゼンチン，ブラジルを中心に18のラテン・アメリカ諸国に，約12,000

の信者を獲得しでいる．
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かかるラテン・アメリカ諸国におけるメノナイト集団のうち， ドイツ系のそ

れの85%以上が，メキシコ，パラグアイ，ホリビアの3固に居住しており，と

りわけメキシコにはその半数以上が居住しているという.1971年の統計によれ

ば，これらドイツ系エスニ vグ・メノナイトは全体で約60,000を数えているが，

メキシコに32,000(54%），パラグアイ 13,000(22%），ホリピア5,500(9%) 
（の
である．

(3) 

今日，メキシコには3種のメノナイト集団が存在している．その一つは lg-

lesia Evangelica Menonita de la Mesa Central de Mexicoであり，合衆国ペン

シルバニア州の FranconiaMennonite Conferenceが，かつてキューバに伝道し

ていたが革命で継続不能になったために， 1958年以降，メキシコ市およびオア

ハカ（Oaxaca）のインディオ， トルグ族（theTorgues）を主たる対象として

伝道活動を行っているものである．カトリ vクの強固なこの固での伝道はいた

って困難が多く， 100名を若干こえた信者を獲得しているにすぎないという．

第2のメキシコにおけるメノナイト集団は， MennonitenGemeinde zu Mexico 

である．この集団も同じく合衆国の GeneralConference Mennonite Churchに

よって， 1957年よりチワワ州（Chihuahua）のグワテモyグ（Cuauhtemoc）で

伝道活動を行っている約300名程の信者を有する集団である．この集団はチワ

ワに居住するアルトコロュー・メノナイトから離脱した者たちを主たる対象に

活動している．

第3のメノナイト集団は，前2者と異なりエスユッグな特性を有するそれで

あり，第2のメノナイト集団が伝道対象としかっ本稿で取上げんとするアルト

コロニー・メノナイト，すなわち， Die Altkolonier Reinliinder Mennoniten 

Gemeindeである. 1922年カナダよりメキシコに移住して以来，チワワ，デュ

ラγゴ（Durango），サカテカス（Zacatecas）などにコロニアを設立し，教会員

約26,000，家族をふくめると約50,000が集団的に居住している．筆者が訪れた

のはサカテカス州ミゲラウサ（MiguelAuza）に位置するコロニア・メノニー

タスである．
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アルトコロユー・メノナイトは，同じくエスニ yク・メノナイトのカデゴリ

ーに入れうるアーミシュやハッタライトと共に， 16世紀の宗教改革運動の一翼

である福音的再洗礼派（EvangelischerWiedertaufer）にその源流を有している．

アーミシュ（Amish）はスイスのベルン地方を中心に展開したスイス兄弟団

(Schweitzer Briider）から， 1693年以降，「思避」の適用問題をめぐり分裂した

セグト集団であり，その名称は指導者ヤコープ・アンマン (JakobAmmann) 

に由来する．かれらは非公認の宗教信仰のゆえにベルンから放逐され，アルザ

ス，ファルツとラインを下り， 1700年代の前半に北アメリカ・ペンシルバェア

の東南部に移住，外部社会から孤立した共同体の構築に成功している．ライン

上流地域から携え渡ったエスニ yグな文化的パターンを今日に至るまで保持し，

独自の教育制度を確立するなど特異なすがたで存続している．現在，アメリカ

合衆国およびカナダに約65,000のアーミシュが居住している．

ハyタライト（Hutterites）は南ドイツおよびチロルの再洗礼派の一群が母胎

であり，迫害を避けてモラピアに移住するが，その途上，貧困に難渋したかれ

らはそれぞれの所有物を出し合い，集団全体の生存を計った．このことがその

後の財の共有制実践の端緒となる， 1528年のことである.1533年チロルの牧師

ヤコープ・フ vター（JakobHutter）の加入により明確な集団組織を形成する

ようになるが，ハ yタライトとし、う名称はかれの名にちなんでいる.18世紀初

頭までかれらはモラピアで繁栄をみるが，迫害の激化にともないさらに東方に

逃れ，やがてウタライナに落着く．しかし，この地もかれらには安住の地では

なく， 1874年他のメノナイト集団と共に北米に移住するのである．今日では，

合衆国およびカナダに農業を中心とする約200のコロニーを設立，コミュナル・

ライフを営んでいる．

これら二つのセクト集団と共に，アルトコロニー・メノナイトの基本的な宗

教信仰は相互に類似しており，とりわけ，再洗礼派に特徴的な「この世からの

分離」（separationfrom the world）および「つり合わないくびきを共にしなし、」
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(non-conformity）とし、う宗教原理を強固に信奉し，外部社会からの孤立化にい

ちじるしい集団的努力を試みている．また，これらの集団では今日，若干方言

化しているとはいえ，基本的にはドイツ語が宗教用語，日常用語として用いら

れている．他方，それぞれの発生地，歴史的推移における異なりは，これらの

集団のとくに社会構造に大きな差異をも展開せしめていることも事実である．

就中，それはかれらの共同体構造，とくに所有形態に明らかである．すなわち，

ハッタライトが財の完全な共有制を実践しているのに対し，アーミシュは完全

な私有制である．アルトコロニー・メノナイトは両者の中間的様態を示してお

り，セミコミュナル（semi-communal）ということができょう．

さきに要約した二つのエスニック・セクトと比較して，アルトコロニー・メ

ノナイトはし、かなる歴史的推移を経過してメキシコに到来しているのであろう

か．また，かれらの歴史的推移はエスニック・セクトの形成過程に関する貴重

なモデルを提供するとも理解することができる．われわれは今少し詳細にその

展開のプロセスを観察することにしたい．

すでに指摘したように，アルトコロニー・メノナイトは16世紀再洗礼派運動

の主要な流れの一つであるメノナイトの系譜をもっセクト集団である．

再洗礼派に対するカトリック教会およびプロテスタント教会による絶えざる

迫害は，再洗礼派運動が共通する信仰と実践の基盤の上に一つの明確に統合さ

れた教会組織を形成することを妨げた．しかしながら， 1530年から66年にかけ

て，オランダの元カトリック司祭メノー・シモンズ（MennoSimons）が，オラ

ンダを中心にバルト海沿岸の北ドイツ諸都市に点在していた再洗礼派居住地を

足がかりに，次第にこの一帯の再洗礼派の必ずしも明確でなかった信仰と実践

を一つの体系に統合することに成功し，教会組織を発展させたのである．この

組織にはさらに各地から流入して来た多教の再洗礼派が吸収され，やがて指導

者メノーの名にちなみ，メノナイト（Mennonites,Mennoniten）と称されるよ

うになる．かくして，われわれはこの初期メノナイト集団が異質的なエスニッ・

ク要素を多分にふくんで成立しており，純粋に宗教信仰と実践に志向性を有し

た一群である事実をみるのである．この点で発生当初から同ーのエスニッグ集
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聞から成り立っているアーミシュおよびハvタライトと大きく異なっていると

いうことができょう．

ほどなく，宗教改革に対抗する動きがオランダ，北ドイツでも活動を開始す

るに及び，他地方からの流入者をふくむこれらメノナイト集団は，東部プロシ

アからポーランドに新たなる避難所を求めた．ことに，スペイン総督アルバ公

(Ferdinand Alvarez de Toledo）統治下のいわゆる恐怖時代（1567年～73年）

は，オランダからダンチ yヒ（Danzig，現在の Gdansk）あるいはピスラ

(Vistula）周辺へのメノナイトの逃避の頂点となっている．この地の参事会は

かれらの勤勉と技術，とりわけ，ピスラJIυH口附近のデルタ地帯の干拓農業に

発揮したすぐれた技能を高く評価したにもかかわらず，かれらに対しては市民

権をみとめようとしなかったし，一般市民や聖職者による敵意と抑圧はとどま

るところを知らなかったという．

ダンチッヒ移住当初，この地のメノナイト共同体と母国オランダとの関係は，

かなり密接であったと思われる．しかるに，オランダとの交渉が衰退してくる

につれて， ドイツ語の宗教文献，とりわけルター訳聖書や讃美歌集が入ってく

るようになった.18世紀後半，かれらは南ロシアに移住を試みるのであるが，

この頃になると， ドイツ語が完全に教会の公式用語となっており，他方，日常

用語はそれ自体低地ドイツ語（Plattdeutsch）の一方言ともいえる東部プロシヤ
（η 

語に変化している．しかしながら，この集団が明確に一つのエスニック・セグ

トに発展するには，かれらの南ロシア移住をまたなければならない．この地は

依然として強いドイツ文化圏内にあり，言語その他の面で次第にかれらがドイ

ツ化してきたとすれば，そのメノナイトという宗教体系に関与している限りで

の異なりはあるものの，かれらに東部プロシアの他のドイツ系諸集団とことさ

らに異質な文化的パターンを見出せなし、からである．

このような動きに加えて，とくに， 1772年の第1回ポーランド分割の結果プ

ロシアに編入された地域における経済活動への圧迫，兵役免除をふくむ宗教的

自由への侵害は，メノナイト集団の凝集性を増加させ，この社会的環境からの

後退を求める願望を高めるのである．まさにこのような時期に，ロシア女帝エ
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カテリーナ2世の特使トラ vベ（Georgvon Trappe）を通じて，ダンチvヒ・

メノナイトに南ロシア招請の報がもたらされた.1787年， 2名の長老がロシア

に派遣され，提供さるべき土地を検分し，必要な条件への同意を求めた．かれ

らはロシア当局から宗教信仰の自由，兵役免除，土地の配分，租税免除の年

数，自治制など宗教的，経済的権利と義務に関する満足すべき回答をえて帰還

した．翌17槌年より南ロシア，ウクライナのコルティツァ（Chortitza,Khortitsa) 
（＠ 

への移住が開始され， 228家族がダンチ yヒを後にしたのである．

コルティツァはエカテリノスラフ（Ekaterinoslav，現在の Dnepropetrovsk)

とアレグサンドロフスタ（Alexandrovsk，現在の Zaporozhe）の中間， ドユエ

プル川‘左岸に位置している．この地はロシアにおける最初のメノナイト入植地

であるため，のちに設立された入植地に対して「古い入植地」（Altkolonie）の

名称があたえられている．この名称はやがて本稿の主人公であるアルトコロニ

ー・メノナイトの正式名称の一部にも用いられることになるのである．

コルティツアのメノナイト移住者はロシア正教徒はもとより，カトリッグ，

ルタ一派，改革派などのドイツ系移民とも効果的に分離された一つの集団とし

て遇され， L、くつかの特権が協定にしたがってあたえられた．換言すれば，メ

ノナイト入稿者はその領域と目的を宗教生活のみならず，社会生活上の世俗的

要素にまで拡大した地域共同体として組織することが期待されたのである．こ

のことはかれらが独自のエスユvグな特性を充分に展開することを可能にする

条件を備えたということでもある．

入植当初，コルティツァのコロューは89,000エーカーが割当てられ， 15の村

(Dorf)に分たれていたが，人口の増加にともなL、，最終的には400,000エーカ

ーの広さに達している．さらにプロシヤからの移住者が続くため，ロシア政府

はそロチュナ（Molotschna）あるいはベルクタール（Bergthal）その他にもメ

ノナイト・コロニーの設立をみとめ，全体で約6,000名からなる 1,000家族以

上が居住したのである．ともあれ，その後1世紀近しかれらはウクライナで

比較的平和裡に，ロシア政府の干渉もほとんど受けることなし言語，衣服，

教育，相互扶助，あるいは村のパターンなどといった世俗的要素をふくむ，か
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れら特有のエスニックな宗教＝社会生活を営むことができたのである．そして

また，この期間にメノナイトとし寸宗教集団がエスニックな特性のきわめて濃

厚な社会文化的集団と同一視されうる形態をとるにいたるのである．この時期

に確立された諸制度が，今日のメキシコのアルトコロニー・メノナイトにみら

れるそれらの原型をなしていると考えられるのである．

ところが， 1870年突如としてロシア政府は全教育体系を文部当局の管轄下に

おくことを要求し，メノナイトの学校教育にロシア語を導入し，カリキユラム

との要求を課した．さらに，かれらの自治にも同化の方向へむかわせる政府の

干渉の手が及び，かれらの分離と孤立は大きな危機にさらされることとなった．

かくして，かれらは再度移住先を求めて調査団を北アメリカに派遣，カナダ政

府より宗教信仰と実践の自由，兵役免除，教育，メノナイトによる一定地域の

占有と自治管理のごとき，かれらの信念と伝統にしたがった宗教＝社会生活の

基礎となるべき項目に保証を得たのである．

1874年から5年にかけて，ウクライナ・メノナイト集団のおよそ3分の lと

推定される約5,000名がカナタ。のマニトパ（Manitoba）に移住した．モルチュ

ナ，ベルグタールの群はレッド川の東岸（EastReserve）に，コルティツアか

らの群は西岸（予V-est Reserve）にそれぞれ入植したのである．このマニトパが，

ほどなくこれらメノナイト集団の分裂，そしてアルトコロニー・メノナイト出

現の舞台となるのである．

マニトパに入植したメノナイト集団は，必ずしも統一された集団組織を有し

てはいなかった．レ y ド川西岸に入植の群は東岸の群と比較して，経済的に貧

しし教育程度も低く，より保守的であったとし、ぅ．この宗教＝文化的保守主

義がやがてマニトバにおける分裂を招来し，今日のメキシコその他に展開する

にいたるアルトコロニー・メノナイトの基本的精神と特質を提供するのである．

たとえば，讃美歌は西岸の方が旧来の唱い方（diealte weise）を，東岸の方が

新しい唱い方（dieneue weise）を採っていた．また，マニトバ州政府が州を

それぞれの公的代表者を有する自治体（municipality）に分割した際，前者はそ

れがかれらのもつ村落構造にとり危険なものと反対したのに対し，後者はこれ
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を承認している．とくに重大な異なりは教育問題であった．かれら自体の教育

制度を自らの手で維持することが，カナダ移住に当つてのかれらの願望であり，

またマニトパ州政府もこれを承認したところである．したがって，前者はかれ

ら自身の教育プログラムを推進し，学校でドイツ語を，主たる教科書として聖

書を用いたが，後者はその伝統の改善を試み，むしろ州政府に援助をすら求め

たのである．

このような両者の異なり，とりわけ教育問題に関する論争は両者の他の生活

面にまで拡大され，妥協の余地を見出せないほどになった・ 1880年，西岸ウエ

スト・リザープの指導者ウイーベ (JohannWiebe）が男子教会員による会議

(Bruderschaft）を招集し，旧来の伝統と信念に恭順を示すすべての者はそれを

明確にし，同調しない者は東岸イースト・リザーブの教会に属すべきことを求

めた．この結果，ウイーベに従った群がアルトコロニー・メノナイトであり，

正式名称として DieAltkolonier Reinliinder Mennoniten Gemeindeを採用した．

“Reinland”なる名称は，この保守派の村（Dorf）のほとんどがウエスト・リザ

ープの Reinlandという自治体に存したことによっていi4:
メノナイト集団がカナダに移住するに先立ち，かれらがロシアで享受してい

た特権，すなわちかれらの伝統的なウェイ・オブ・ライフをカナダでも完全に

実践しうることを政府は保証していた．もちろん，この保証には教育に関する

項目もふくまれていたが，政府はかれらの学校を州の管轄下に置く動きを示し，

マニトノリIiは1890年に「マニトバ公立学校条令」（ManitobaPublic School Act) 

を通過させ，外｜内のすべての小学校での同一基準のカリキュラムと同一言語

（英語）による教育を要求した．この条令は1897年に二重言語による教育を許

容し，住民多数の要求があれば，学校委員会が宗教教師を雇用しうるとの改訂

を行っている．

この学校問題は一時沈静化したが，第一次大戦中に再燃し， 1916年，英語を

唯一の教育用語とすること，すべての児童は文部当局の要請に合致する私立小

学校か，さもなければ公立小学校に在籍すべきことを定めた「学校在籍条令」

(School Attendance Act）の発布は，アルトコロニー・メノナイトの聞に対処
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すべき行動についての深刻な論議を惹き起し窓さらに，戦時中という状況は

かれらに英領民の義務として戦争遂行への協力を強要することとなれここに

いたってかれらは今一度移住の可能性を真剣に考慮しはじめるのである．

もちろん，それまでにも移住が考えられていない訳ではない.1895年から19

05年にかけて，およそL000名のアルトコロユー・メノナイトがサスカッチ z

ワン州（Saskatchewan）のオスラー＝へーグ地方（Osler-Hague）に，またスィ

フト・カレント（Sw出 Current）に移っているからである．大規模な移住先が

討議され，合衆国における可能な移住先の探索が不調に終ったのち， 6名の代

表者がメキシコに派遣された.1921年のことである．かれらはメキシコ市で大

統領オプレゴン（AlvaroObregon）と接見，かれらの要請を認可する趣旨の特

許状（Privilegium）を携えて帰国した．この特許状は，兵役の免除，宣誓の免

除，宗教信仰と実践の自由，学校教育の自由，財産管理に対する政府の不干渉
(1η 

といった5項目をふくんでいる．次いで，土地購入のための調査聞を派遣，マ

ユトバ・グループはチワワに230,000エーカー，サスカvチェワン・グループ

はデュランゴに35,000エーカーの土地を購入し，翌1922年から26年にかけて，

前グループは3，担O名が，後グループは1,000名足らずがメキシコに移ったの

である．これらの入植者が，今日メキシコに居住するアルトコロニー・メノナ

イトであると同時に，メキシコ在住のエスユ vグ・メノナイトはほとんどがこ

のグループに属している．

以上概述してきたように，アルトコロユー・メノナイト集団そのものの歴史

はたしかに前世紀末のマニトパにはじまるのであるが，オランダ，北ドイツか

らダンチ yヒ周辺を経由して，南ロシアに入植していた期聞に，これらのメノ

ナイト集団は明確にエスユック・セクトとしての特性をもつようになっている，

ということができょう．そしてさらに，この特性を一層強国なものとして展開

しているのが，メキシコにおけるアルトコロユー・メノナイトのすがたなので

ある．次に，われわれはかれらの特徴的な生活実態を観察することにしよう．
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田
血

サカテカス州ミゲラウサ（MiguelAuza）は筆者が主に滞在していたグアダ

ラハーラ（Guadalajara）から北方に約 600kmのところにあわメキシコ中央

高原のほぼ西端の海抜 2,000mの高原である．アルトコロニー・メノナイトの

入植地はスペイン語で「コ戸ニア・メノニータスJ(Colonia Menonitas）と呼

ばれており，ミゲラウサの村の中心部カベセーラ（cabecera）から南方に直線

で25kmである．しかし，そこに至るにはコの字型に迂回した道路しかないた

めに 40kmもあれ一般メキシコ入社会から空間的にもかなり孤立したところ

に位置している．

アルトコロニー・メノナイトが占有しているコロニアは17,000ヘクタールの

広さであり，見事に耕作された農地が続いている．この地はサスカッチェワン
(19) 

から入植したデュランゴのコロニアにおいて，人口増加のために続出する土地

の無所有者を解消すベく， 1964年にラ・オンダ大農園（HaciendaLa Honda) 

を購入して分岐したものである．この購入交渉は10数年前よりはじめられてい

たが，地味が余り良質でないとの理由でしばし中断されていた．しかし，デュ

ランゴで200をこえる土地無所有家族が生じたために，他に適当な土地の入手

が不可能であった事情もあり，再交渉の結果，購入の決定をみたのである．当

初の計画は29,000ヘクタールからなる大農圏全体の購入であったが，かれらに

対する周辺のメキシコ人農民の反対のゆえに12,000ヘクタールが除かれたとい
（初）

う．

北緯23度と北回帰線近くに位置するとはし、ぇ，海抜 2,000mの高原にあるた

めか，筆者が訪れたのが8月初旬であったにもかかわらず，いたって温暖であ

れ夜などはひんやりした風が心地よく感じられた. 6月から9月にかけては

雨期であれ降雨量は年によりかなりの増減がある由であるが，夕方のスコー

ルは短時間のうちにコロニア内の排水溝から道路にみるみる赤水が溢れ出すも

のすごさであった．

広大な農地はすべて赤土で，よく手入れがL、きとどいており，濯木が生茂っ
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た周辺の未開拓の荒地といちじるしい好対照である．未舗装の道路の先方に白

く輝く屋根の平屋建ての住居は，見なれたメキシコ人家屋とも異なっている．

住居の傍らには揚水用の風車の鉄犠がそびえ，数年前訪れたペンシルバニア州

のアーミシュ村落の風車のある風景に想いをはせたことであった．

(1）社会組織

南ロシアのウクライナにおいても，またカナダにおいても，メノナイト集団

がその宗教原理に立脚して強調したことの一つは，その共同体を自治的に管理

し政府当局の干渉の手を拒むという態度であった．この態度は今日のメキシコ

においても継承されており，かれらは独自の社会組織を展開し，行政的にはミ

ゲラウサの村当局（Municipio）の許にあるとはいえ，一つの独立した自治区を

形成している．

この地のコロニアには約4,500名， 460家族が17の村（Dorf, Campo）と呼

ばれる単位集団に分たれて居住している．平均して30家族からなる村は，かれ

らの社会生活上の重要な単位集団である．村は村内に居住する土地所有農民の

戸主（Wirt）による村会議（Schultenbott）において選出された，任期2年の村

長（Schult,Jefe）により統轄されている．かれの主要な職務は村内の共同牧場

の管理と牧童の雇用，学校運営，税の徴集，道路（未舗装である）や排水溝の

修復整備，生活困窮者の援助などであれ村会議の同意をえてこれらの職務を

遂行する．村長の他に，かれを補佐し会議の記録をとる書記，火災保険担当者

が村の役職として選出されている．

さらに，この17の村を統轄するコロニア全体の代表者（Vorsteher,Jefe Ma-

ximo）が任命されている．かれはコロニア全体に関する問題，とくに土地所有

簿の保管，必要とあれば土地取得の調停が委ねられている．とりわけ電要な任

務はコロニア全体の土地の名儀上の所有者であることである．個々の農民はコ

ロニアの土地を購入して農業活動に従事しているが，名儀上の所有権はπロユ

アに属し，最終的な土地のコントロール権はコロニア自体にあるという．また，

かれはミゲラウサの村役場あるいはサカテカス州当局などとの対外交渉役でも

ある．したがって，この職務に就任する者はかなりのスペイン語能力が要求さ
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れるようである．このことは現在の代表者マルテンス民（C.Juan Martens, 44 

歳）が，流暢なスペイン語の語り手であることからも推察することができょ

う．

このようなコロニアの世俗的側面を管理する組織に加えて，宗教的側面での

役職者が存在する．このコロエアは宗教的に四つに区分され，それぞれが一つ

の教会（Gemeinde,Congregacion）を形成している．各教会には教役者（Dienst,

Sacerdote）が20歳以上の男性教会員の投票で選出されている．さらにこれらの

教役者の互選によって，コロニア全体の宗教指導者が選出され，司教（Lehr-

dienst, Obispo）と呼ばれている．これらの教役者は日曜日の礼拝で司式，説教

をし，洗礼志願者にカテキズム教育をし，洗礼式（アルトコロニー・メノナイ

トでは再洗礼派の伝統にしたがし、成人洗礼のみを承認しており， 18歳から20歳

までの聞に受洗する），結婚式，葬式を執行する．ついでかれらに課せられた

責務は教会員の倫理的行為の強化であり，教会員の除名・追放の権能があたえ

られている．一種の教会法廷ともし、いうる聴閉会（Dunnadagh）と呼ばれる会

で不行跡の者と会い，場合によっては除名・追放というこのメンバーが最もお

それるペナルティを課すという．このペナルティはアーミシュにみられる忌避

(Meidung）と類似した社会的追放である．不行跡者は教役者により任命され

た情報提供者（Kroagah）から報告されるのが通例であるといわれる．教役者

はかくして，コロニアにおける宗教＝社会的規範の強力な擁護者としての役割

と機能を有しているのである．もちろん，かれらはすべて自営農民であり，そ

の職務に対する報酬は支払われない．

村（Dorf）に対応する単位集団として，アーミシュでは教会区（Distrikt,

Dale），ハyタライトではコロニー（Bruderhof)がある．ともに平均して30家

族からなっている．ところで，私有財産制をとるアーミシュの場合，教会区の

役職者は牧師，説教師，執事という宗教的教役者のみである．租税，土地関係

はすべて個人の問題であり，そのための役職者は存在しないし，実際上必要で

もない．これに対し，財産共有制を実践するハvタライトは，首席説教師，補

助説教師，執事のごとき宗教的教役者と，コロニーの代表者，農場管理者など
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による委員会の合議制でコロニーが運営されている．

コロユア・メノニータスにみられる社会組織は，このように，宗教的教役者

群と世俗的生活面を管理する役職者群の2系統とに分たれてはいるものの，か

れらの中にあっては，ハvタライトの事例のごとくに両者が密接に結合されて

いるとみるべきであろう．かれらのコロユアは神の直接的支配の許にある可視

的な神の王国にほかならず，伝統的に保持してきた生活様式をふくむすべての

アルトコロニー・システムは，聖と俗とに分つことのできない聖なる世界に属

するものだからである．

(2）教育制度

アルトコロニー・メノナイトはアーミシュ，ハvタライトなどのエスエッ

タ・セグトと同じく，その伝統的ウェイ・オプ・ライフに子女を社会化するこ

とにいちじるしい関心を抱いている．アーミシュが公立小学校を拒否して自ら

の単級小学校を運営し，ハッタライトが公立小学校に加えて，自らの文化伝達

を目的とするドイツ語学校を併設しているように，この集団もまた自らの独自

の教育体系を確立している．かれらの移住に際して，この固有の教育体系維持

を移住先の政府に必ず承認させている事実は，その歴史が明確に物語っている

し，とりわけ，教育問題がアルトコロニー・メノナイト成立の主たる要因であ

れまた，カナダ脱出の中心問題であったことからも，かれらにとりその重要

性を理解することができょう．

ダンチvヒ，モロチュナでは，メノナイトの中等教育機闘が設置されていた
(22) 

ょうであるが，アルトコロユーのコルティツァあるいはかつてのマユトパでは

小学校制のみであり，メキシコにおいても初等教育に限り実施されている．小

学校は各村に1校宛設置されているので，ミゲラウサのコロユアには17の小学

校が存在する．各校とも教師1名の単級小学校である．教師のひとり， 57歳に

なるデエルグセン氏（JacobF. D田rksen）の語るかれの小学校は，およそ次の

ごとくである．

この小学校は，男子が6歳から13歳までの7年制，女子が6歳から12歳まで

の6年制で， 54名の児童が在籍している. 1年に6ヶ月， 1週5日制jで，午前
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8時30分から11時30分まで，午後12時30分から 3時30分までの授業時間であ

る．教育する科目はし、わゆる 3R'sであれ ドイツ語の読み書き，算数，それ

に音楽を教える程度にすぎない．生徒には教科書がなく，教師用テキストとし

て下級生向きに， A=B=CBuchstaln・erund Lesebuch, 1948 （出版地不詳）を，

上級生向きに， KleinesWorterbuch Deutscher Rechtschreibung, 1952, Hamburg 

を使用している．いずれも西ドイツから購入したという．全生徒に対して，ル

ター訳聖書を毎日読ませているという．音楽は教会の礼拝で用いる Gesangbuch

eine Sammlung Gei・stlichenLi・ederzur Allgemeinen Erbauung und zum Lobe 

Gottes, Scottdale, Pa.: Mennonitischen Verlagshausを使用している．アルトコ

ロニー・メノナイトの宗教用語はドイツ語である．かれらの宗教生活の継承は

何よりもドイツ語の充分な能力を学校で教育することに依っているといっても

過言ではない．したがって，この学校の最大の課題はドイツ語教育なのであ

る．

筆者はアルトコロニー・メノナイト児童のパーソナリティ分析の資料にと，

かつてアーミシュ小学校で試みた HTPテスト（House-Tree-Person Test）の絵

を描かせるべくデエルグセン氏に申出たが，絵を描かせたことがないとの理由

で、断られた．宗教原理のみならず社会文化的環境もアーミシュといちじるしく

類似していることから，この地の児童もアーミシュ児童とほぼ同型の内向型，
（幻）

服従型といったパーソナリティ・タイプが観察されるのではないか，との予測

をもっている．

校舎は村の費用で建築されている．その営繕補修などの管理はすべて村長を

中心とする村の役職者の責任である．この校舎は教会として宗教行事にも用い

られている．もちろん，校地はコロユアに所有権がある．

この小学校教師は村内で適当と思われる男性に依嘱されるのみで，とくに養

成の手段があるわけではない． ドイツ語に堪能であることが教師の第一条件で，

農業に関心のないような人物が選ばれるともいう．デエルグセン氏はドイツ語

のみで，スペイン語は全然出来ない．教師養成の方法がすでに確立し，未婚女

性を採用しているアーミシュとは好対照をなしているようである．教師の俸給
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は村から支給されるが，傍らに農業を営んでいるので俸給額は余り問題でない

という．しかし，教科内容についての教役者の監視の目はきびしく，何か不都

合なことが情報提供者の耳に入れば，かれはやがで聴閉会に立たなくてはなら

ない．アーミシュの場合，伝統的文化の伝達者としての教師の役割をきわめて

重視しているのに比較して，ここの場合，それほどの重みが教師にあたえられ

ていないのではないか，との印象を筆者はぬく。いえなかったのである．

(3）経済活動

初期再洗礼派の大部分は都市居住者であったが，迫害はかれらを農村部のむ

しろ未開拓で孤立した山間僻地での農業をもって生計をたてる方向へむかわせ

た．今日でも，一部都市化された群を除くと，メノナイト系諸集団の大半，と

りわけアーミシュ，ハyタライトなどのエスユ yグ・メノナイトは農業中心主

義をとっている．アルトコロニー・メノナイトとて例外でなく，ウクライナ，

マュトパ，そしてメキシコと農耕に適した土地を求めて移動してきている．

コロニアの土地は名儀上コロエアの所有である．しかし，校地，道路，共同

牧場のごとき共有地を除くと，実質的にはすべて個人所有となっている．とは

いえ，土地に関する最終的な支配権の行使はコロニア自体にある．したがって，

個人はコロニアの許可を得なければ売買することができない仕組みである．誰

かがその所有する土地を許可なく他者に売却するとすれば，かれは即座にコロ

ニアの役職者より処分されることになるのである．

成員のほとんどはかかる土地を所有する自営農民であれ平均10名という家

族全員が農耕に牧畜に勤しんでいる．主要作物はトウモロコシ，麦類，インゲ

ン豆などである．種まき，施肥，耕作にはL、たって旧式のトラグターが使用さ

れている．アーミシュ農業と同じく，近代的農業機械が禁止されており，この

点，大型農業機械を駆使するハ yタライト農業とは大きく異なっている．住居

の周囲には菜園や果樹園があり，主として女性の活動領域となっている．

牧畜も盛んであり，このコロユアでは約5,000頭の牛が飼育されている．牧

場の面積が牛の頭数に比較して狭すぎるのが頭痛の種という．この頭数であれ

ば40,000ヘクタールが必要であるのに，実際には5,800ヘクタールしかないか
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らである．サイロは全く見かけなかった． 1日の牛乳生産量は約40,000リット

ルで，自家消費分を除く35,000リットルほどがチーズ加工用にまわされてい

る．コロニアには私企業と共同経営の2つのチーズ工場がある．土地をもたな

い者（Anwohner）や青年たちがこれらの工場で働いている．メノナイトのチ

ーズ（quesomenonitas）はメキシコ社会でかなり高い評価を獲得しているよう

である．

豚もかなり飼育されており，全体で2,500頭近くになるという．家禽類も各

家族で自家消費用に飼育されている．馬は1,400頭ほど飼育されているが，農

耕，運搬用のみでなく，自動車の使用を禁じているかれらにとれゴムタイヤ

の馬車は重要な交通手段として用いられている．

農業がかれらの基本的経済活動であるとはし、ぇ，すでにコロニアの農場は幾

分か手狭まになってきており，土地を所有しえない若者が生じている．だから

といって，メキシコ人社会での労働は許されない．かれらはコロニア内の他の

農場や共同牧場，あるいはチーズ工場や機械修理工場などの労働者として雇用

されている．コロニアにおいては，本来階層分化のないことを理念として有し

ているが，現実にはこれら土地を所有していない者が存し，土地所有農民に比

して一段低い階層にみられている．後者は村会議の構成員たる資格をあたえら

れているにもかかわらず，前者には何らの特権もなし、からである．

(4) その他の文化特性

アルトコロニー・メノナイトが再洗礼派に特徴的な基本的宗教原理を，かた

くななまでに保持していることはすでにのベた．この信念にもとづいて，かれ

らは外部社会から可能な限り孤立した共同体を構築し，外部社会との接触，干

渉を最少限に抑制する社会構造あるいは教育制度を展開していることも指摘し

たところである．

この原理に起因し，かっそのシンボル的表象としてかれらの聞に実践されて

いる，特異な生活慣習の2・3をここに紹介しておきたい．

かれらは交通の手段としての自動車を禁じ，馬ないし馬車を利用する．この

点はアーミシュと同様であるが，アーミシュが鉄輸の馬車でなければならない
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のに対し，ここではゴムタイヤが使用されている．また，かれらも電力使用を

思避する．動力源は旧式のガソリン・エンジンであり，照明には石油ランプを

用いる．電力を禁じているので揚水は住居の傍らに組立てた鉄塔の風車によっ

ている．かれらの理解によれば，アーミシュと同じく，かかる現代の利器はま

さに「この世的なもの」の典型であり，厳格に思避されなければならない対象

なのである．

外部社会との交渉がきびしく制約されているために，かれらはその固有の生

活実践を保持している．その最も特徴的なすがたはかれらの言語であろう．北

ドイツ，オランダから東プロシヤ，ポーランド，ウクライナ，マニトパを経て

メキシコに移住するまで，約400年を経過しているにもかかわらず，かれらの

日常用語は依然として低地ドイツ語である．もっとも，かれらの言語は低地ド

イツ語を基盤に，かれらが移住した先々の言語，たとえば古いプロシヤ語，ポ

ーランド語，ロシア語とくにウクライナ語，東欧イーデッシュ，そして最後に
(24) 

英語まで混り合った混合言語であるともいわれている．アーミシュの中高ドイ

ツ語（Mittelhochdeutsch）をベースにしつつも英語のかなり混入した，いわゆ

るペンシルバニア・ジャーマン（PennsylvaniaGerman）を語る事実といたっ

て類似した現象である．

かれらが着用する衣服も一般メキシコ人とは明らかに異なっている．男性は

農作業に際してシャツにサロベットを，女性はワンピースにエプロンを着用

し，つばの広い麦わら帽をかぶる．礼拝時に男性は背広を着用するとのことで

あるが，実際に確認していない．食事もトースト，ママレードなど多分に「ド

イツ的」という印象のものを摂っている．メキシコ人の常食であるトルテーヤ

(tortilla）もいくらか食しているが，かれらのように唐辛子（chile）を常用する

ことはない．

婚姻に関する詳細な規定ないし慣習については充分情報をうることができな

かったが，もちろん，宗教的内婚制をとっている．このコロユア内部のみでな

く他のコロニア，とりわけデュランゴの母胎コロニーとの通婚が頻繁にみられ

るようである．このことは同時にエスニ yクな内婚であることをも意味してい
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る．このように，外部社会との通婚を禁じていることは，成員のリクルートメ

ントに関しても外部社会からの加入を禁止していることと関連性をもってい

る．正規の成員たる資格は洗礼と同時にあたえられるが，それは成員子女のみ

に限定されており，一般メキシコ人の加入はいまだに1例もないという．他方，

この集団からの離脱者，言語，生活慣習，そして宗教信仰のすべてがまったく

異なるメキシコ社会への離脱者もいたって少ないようである．チワワでかれら

を対象に伝道活動を行っているアメリカ系のメノナイトの成果が， 20数年を経
α5) 

た今日でも僅か300名程度とL、う事実からも，この離脱者の少なさをうかがい

知ることができょう．

むすびにかえて

われわれは，エスニック・セクトの一事例として，メキシコにおけるアルト

コロニー・メノナイトを取上げ，その歴史的推移と現在のすがたを観察してき

た．以上のベてきたことを，ここで「結び」にかえて要約しておきたい．

この集団はたしかに19世紀末にカナダ・マニトバにおいて創設されてはいる．

しかし， 16世紀再洗礼派にその起源をもっメノナイトの伝統，すなわち「この

世からの分離」および「つり合わないくびきを共にしない」とし、う基本的宗教

原理を頑なに固執していることから，その創設にいたるまでの歴史的プロセス

を看過することはできない．オランダ，北ドイツにおいて発生した初期メノナ

イト集団は周辺諸国の再洗礼派の流入を受入れ，異質的なエスニvグ要素を多

分にふくんでいる，宗教信仰と実践という純粋に宗教的価値志向性を中核にも

つセクト集団であった．迫害がかれらをダンチ yヒ周辺にむかわせて以降，次

第にこの集団はドイツ化の傾向を強めていき，さらに，ウクライナに定着する

にいたって，一般ロシア社会のそれとは異なる自己完結的社会構造とドイツ的

色彩の濃厚な独自の文化的パターンを有する共同体の形成に成功したのであっ

た．すなわち，メノナイトとし、う宗教的セクト集団は，同時に，一つのエスユ

yクな社会文化的集団と同一視されうるエスニ vク・セクトの形態をとるよう

になった，ということである．
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ところが，かれらが次にカナダに移住した際，この形態は政府のインパグト

を受けて若干の混乱を招致し，この時に伝統的立場に恭順な態度をとった保守

的な群が分岐して，アルトコロニー・メノナイトの創設となるのである．さら

にこの群は，その宗教原理と伝統的生活様式の維持を許容するメキシコに移住

し，今日みられるような特徴あるエスニック・セクトとして存続しているので

ある．

現在，メキシコにおけるアルトコロニー・メノナイトは，次のごとき諸点に

おいて，エスニッグ・セクトとしての特徴的形態を示している．かれらはその

強固に信奉する宗教原理のゆえに，（1) 政府当局の干渉と外部社会との接触を

可能な限り排除しつつ，ウクライナ時代に確立された独自の自己完結的社会組

織を保持する孤立したコロニアを設立している.(2) 言語，経済活動，教育制

度，相互扶助，衣服，食習慣のごとき文化的側面において，この集団の発生地

オランダ，北ドイツ的要素を中核にして，かれらが移住先で形成してきたエス

ニックな色彩のいちじるしい独自の文化的パターンを展開しており，メキシコ

の社会文化的パターンへの同化の傾向は極度に沙ない．さらに，（3) この集団

はその成員性を広く外部社会に開放することなし成員の子女にのみそれを排

他的に限定している．かかる閉鎖的セクトにおいて，集団内部における成員補

充がその存続にとり最も有効な方法であることは，すでに指摘したところであ

るが，年平均4ないし5%という高い人口増加率をもっこのコロニアそれ自体

が唯一の成員補充の源泉になっており，そのエスニッグな意味での存続にとっ

ても最も効果的な手段となっている．通婚もまたセグト内に局限されており，

メキシコ社会からの人的移入は皆無で、ある．

本稿は僅かな期間での調査資料にもとづくものであり，将来の本格的調査に

よって補足されあるいは改めらるべき点が多々存していることは否定できない．

加えて，アーミシュ，ハッタライトのごときセクト集団との綿密な比較分析を

通して，エスニック・セクトのさらに明確な概念と具体的実態とが追求さるべ

き必要性のあることも事実である．いずれ他日を期したいと考えている．
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